
 先週は体育大会を盛大に開催することができました。大きな行事もひと段落し、２

学期も後半に入りました。これまでさまざまな行事や活動を通じて、一人ひとりが、そ

して学級・学年が力を伸ばしてきました。今週も、皆さんの成長した姿がたくさん見ら

れる、すてきな一週間にしてください。 

 先週、２つの日本の宇宙開発についての新聞記事を目にしました。 

 １つ目は、種子島にある宇宙センターから、火星とその衛星フォボスをめざす探査

機を積んだロケットが打ち上げられたという記事です。 

 来年の夏には火星の周回軌道に到達し、衛星フォボスなどを約３年間探査し、砂な

どの試料をもって２０３１年に地球へ帰ってくる予定です。 

 衛星フォボスは重力が地球の約２０００分の１しかありません。体重６０㎏の人が単

三電池１個分くらいの重さに感じるそうです。また、少しジャンプしたつもりが、とんで

もない高さまで到達することができるようになります。 

 もう１つは、人類が月面で生活する将来のために、月の砂を使って酸素を生成する

ための実験に、ある大学のチームが成功したという記事です。月面はほぼ真空状態

ですが、砂には酸素を含んでいる鉱物が含まれています。太陽光をレンズで集め、そ

の鉱物を高温に加熱すると、酸素を取り出せるそうです。米国は２０３０年代には月

面基地を建設する計画を立てていて、この酸素を作る技術が役立つのではないかと

期待されています。 

 このようなスケールの大きなプロジェクトに携わっている人たちも、中学生の頃は、

今の皆さんと同じように学校で学び、なかまとともにさまざまな経験を積んできたは

ずです。宇宙開発のような大きな挑戦も、突然できるようになるわけではありません。

日々の学習で知識を身につけ、疑問を持ち、なかまと考え、失敗を乗り越えながら、

一歩ずつ前に進んでいく。そうした積み重ねが、未来の大きな成果につながっていく

のだと思います。 

 皆さんが今、学校で学んでいること、仲間とともに取り組んでいることにも、きっと大

きな意味があります。一日一日の学びと経験を大切にしながら、自分の可能性を広

げていってください。 
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